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小
生
は
中
等
部
・
塾
高
・

医
学
部
と
12
年
間
を
慶
應
義

塾
で
過
ご
し
た
が
、
学
生
生

活
が
楽
し
か
っ
た
の
は
前
半

の
６
年
間
だ
け
だ
。
父
も
一

度
慶
應
医
学
部
に
入
学
し
た

が
、
す
ぐ
に
退
学
し
て
い

る
。
卒
業
し
て
い
れ
ば
28
回

生
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

退
学
し
た
理
由
は
ド
イ
ツ
語

の
先
生
に
叱
ら
れ
た
か
ら
、

と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
小

泉
信
三
先
生
の
訓
話
に
は
感

激
し
た
と
い
う
。

　

「
諸
君
は
、
慶
應
義
塾
に

入
学
し
た
か
ら
に
は
、
毎
日

三
田
の
山
に
登
っ
て
来
い
。

そ
こ
で
生
涯
の
友
人
を
作

れ
。
勉
強
が
嫌
い
な
ら
授
業

に
出
な
く
て
も
い
い
」。
小

生
は
こ
の
話
を
直
接
聞
け
な

か
っ
た
が
、
座
右
の
銘
と
し

て
い
る
。
勉
強
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
息
が
詰
ま
る
よ

う
な
医
学
部
で
の
6
年
間
を

終
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
一

度
、
慶
應
の
外
に
出
て
み
た

く
な
っ
た
。

　

入
局
し
た
の
は
東
京
大
学

脳
神
経
外
科
学
教
室
だ
っ

た
。
東
大
で
の
医
局
生
活

で
、
暗
か
っ
た
私
の
心
は
い

っ
ぺ
ん
に
晴
れ
た
。
こ
の
教

室
は
徹
底
的
な
個
人
主
義
と

実
力
主
義
が
貫
か
れ
て
い

る
。
関
連
病
院
会
の
カ
ン
フ

ァ
ラ
ン
ス
で
教
室
員
同
士
が

激
し
い
議
論
を
繰
り
広
げ
た

か
と
思
う
と
、
翌
日
の
学
会

で
も
同
じ
先
輩
た
ち
が
再
び

バ
ト
ル
を
演
じ
て
い
た
。
他

大
学
の
座
長
の
先
生
に
、

「
う
ち
に
帰
っ
て
や
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
も
言
わ
れ
た
。

こ
れ
に
は
激
し
い
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
た
。
慶

應
の
学
生
の
頃
は
、
同
じ
教

室
員
同
士
が
学
会
の
場
で
や

り
合
う
な
ん
て
想
像
さ
え
し

な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、「
黙
っ
て
い
た
方
が
賢

く
み
え
る
」
と
い
う
暗
黙
の

雰
囲
気
さ
え
あ
っ
た
。
東
大

で
は
研
究
テ
ー
マ
を
自
分
で

決
め
、
誰
に
師
事
す
る
か
も

自
分
で
決
め
る
。
教
え
を
請

え
ば
、
惜
し
み
な
く
教
え
て

く
れ
る
が
、
や
る
気
の
な
い

人
間
は
徹
底
的
に
無
視
さ
れ

る
。
出
身
大
学
の
差
は
な

く
、
好
き
な
こ
と
を
好
き
な

だ
け
や
れ
る
自
由
が
あ
っ

た
。
幸
福
だ
っ
た
。

　

し
か
し
実
家
の
病
院
を
継

ぐ
た
め
に
医
局
を
離
れ
て
み

る
と
、
慶
應
の
友
人
が
懐
か

し
く
思
え
た
。
い
つ
と
も
な

く
、
仲
の
良
か
っ
た
同
級
生

と
会
う
よ
う
に
な
っ
た
。
や

は
り
小
泉
信
三
先
生
の
言
葉

は
正
し
か
っ
た
。

（
医
療
法
人
社
団
京
浜
会
京

浜
病
院
理
事
長

　

熊
谷
賴
佳　

56
回
）

医
師
こ
そ
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
を
！

「
ひ
と
り
２
ベ
ン（
ベ
ン
チ
ャ
ー
）」の
ス
ス
メ

参
議
院
議
員　

古
川 

俊
治（
66
回
）

第85回北里記念式挙行
北
里
賞 

湯
浅 

慎
介
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
循
環
器
内
科
学
教
室 

専
任
講
師
）

北
里
賞 
栗
原 

俊
英
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
室 

特
任
講
師
）

北
島
賞 

宮
嶋 　

哲
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
教
室 

准
教
授
）

「
幹
細
胞
を
用
い
た
循
環
器
疾
患
治
療
方
法
の
開
発
」

「
網
膜
の
発
生
と
病
態
生
理
に
お
け
る
低
酸
素
応
答
の
役
割
」

「
泌
尿
器
腹
腔
鏡
手
術
に
お
け
る
新
規
治
療
の
確
立
と
普
及
」

今年度受賞者たちとの集合写真（上段左から武田純三三四会長、北
里一郎氏、清家篤塾長、戸山芳昭常任理事、増野匡彦常任理事、岡
野栄之医学部長、下段左から湯浅慎介君、栗原俊英君、宮嶋哲君）

た
。

　

岡
野
医
学
部
長
は
、
死
に

至
る
感
染
症
に
挑
ん
だ
北
里

先
生
と
北
島
先
生
の
叡
智
に

思
い
を
馳
せ
、
今
年
の
３
月

に
臨
床
研
究
中
核
病
院
と
し

て
慶
應
義
塾
大
学
病
院
も
基

礎
と
臨
床
と
が
い
ま
こ
そ
一

体
と
な
り
、
社
会
の
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
の
意
義

を
強
調
し
た
。

　

武
田
三
四
会
長
は
、
三
四

会
に
と
っ
て
北
里
記
念
式
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
慶
應
か
ら
全
国
に
優
秀

な
医
師
が
た
く
さ
ん
輩
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
な
ど
を
述

べ
た
。

　

北
里
一
郎
氏
は
、
福
澤
先

生
か
ら
の
援
助
と
独
立
不
羈

の
精
神
と
を
紹
介
し
た
。

　

式
に
は
、
清
家
篤
塾
長
、

戸
山
芳
昭
常
任
理
事
、
増
野

匡
彦
常
任
理
事
、
岡
野
栄
之

医
学
部
長
、
河
上
裕
大
学
院

医
学
研
究
科
委
員
長
、
福
田

恵
一
医
学
部
長
補
佐
、
武
田

純
三
三
四
会
長
、
そ
し
て
北

里
一
郎
氏
が
出
席
さ
れ
た
。

　

北
里
研
究
所
か
ら
は
藤
井

清
孝
理
事
長
、
小
林
弘
祐
学

長
、
石
館
武
夫
常
任
理
事
、

大
石
茂
郎
常
任
理
事
、
後
藤

明
夫
常
任
理
事
、 

赤
星
透
常

任
理
事
、
馬
場
志
郎
常
任
理

事
、
渋
谷
明
隆
常
任
理
事
、

東
原
正
明
理
事
、
北
里
英
郎

る
。

　

式
典
は
、
北
里
先
生
へ
の

黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
厳
か
な

空
気
に
包
ま
れ
た
。
３
名
の

受
賞
者
を
称
え
て
、
清
家
篤

塾
長
、
岡
野
栄
之
医
学
部

長
、
武
田
純
三
三
四
会
長
、

北
里
一
郎
氏
が
ご
挨
拶
さ
れ

た
。

　

清
家
塾
長
は
、
福
沢
先
生

の
恩
に
報
い
る
形
で
北
里
先

生
に
よ
り
医
学
部
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
２
人
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
、
来
年
医
学

部
創
設
１
０
０
週
年
で
あ
る

こ
と
で
さ
ら
な
る
発
展
、
社

会
貢
献
す
る
こ
と
を
述
べ

代
医
学
部
長
・
北
島
多
一
先

生
を
記
念
し
た
北
島
賞
が
加

わ
っ
た
。
今
年
度
、
北
里
賞

に
は
２
名
が
、
北
島
賞
に
は

１
名
が
選
出
さ
れ
た
。

北
里
賞
受
賞
の
湯
浅
氏
は
、

幹
細
胞
か
ら
心
筋
細
胞
に
分

化
さ
せ
る
の
に
効
率
の
良
い

因
子
を
探
索
、
同
定
し
さ
ら

に
高
率
な
心
筋
細
胞
分
化
誘

導
方
法
の
確
立
を
目
指
す
。

　

同
じ
く
北
里
賞
の
栗
原
氏

は
、
網
膜
の
発
生
に
関
し
て

Ｈ
Ｉ
Ｆ
―
１
の
制
御
因
子
で

あ
る
Ｖ
Ｈ
Ｌ
を
欠
損
さ
せ
る

こ
と
で
低
酸
素
状
態
を
実
現

し
網
膜
に
お
け
る
疾
患
の
病

態
の
解
明
に
挑
ん
だ
。

　

北
島
賞
の
宮
嶋
氏
は
、
泌

尿
器
科
に
お
い
て
腹
腔
鏡
手

術
の
難
度
を
下
げ
、
普
及
を

目
指
す
べ
く
、da Vinci Xi

の
導
入
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
考
案
な
ど
を
行
っ
て
い

　

第
85
回
北
里
記
念
式
が
６

月
10
日
午
後
１
時
か
ら
北
里

講
堂
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
式

は
初
代
医
学
部
長
・
北
里
柴

三
郎
先
生
の
命
日
に
際
し
て

行
わ
れ
る
。
優
れ
た
研
究
実

績
を
称
え
て
、
基
礎
系
に
北

里
賞
、
臨
床
系
に
北
島
賞
が

そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
る
。

　

昭
和
26
年
に
北
里
先
生
の

偉
業
を
記
念
し
て
北
里
賞
が

始
ま
り
、
昭
和
33
年
に
第
二

新
会
館
竣
工
を
契
機
に
、

更
な
る
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
を
目
指
す池

端 

幸
彦（
59
回
）

　

今
回
、
新
し
い
連
載
と
な

る
『
全
国
医
師
会
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
』
の
栄
え
あ
る
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
を
仰
せ
つ
か
り
大

変
光
栄
で
あ
る
が
、
果
た
し

て
全
国
の
三
四
会
員
に
ど
の

よ
う
な
内
容
を
お
伝
え
す
れ

ば
よ
い
の
か
少
々
戸
惑
い
も

あ
っ
た
。

　

ご
承
知
の
通
り「
医
師
会
」

の
最
上
部
団
体
と
も
言
え
る

「
日
本
医
師
会
」
の
会
員
数

は
、
平
成
26
年
12
月
現
在
で

16
万
６
１
２
１
人
（
平
成
27

年
度
決
算
報
告
に
よ
る
）、

日
本
全
体
の
医
師
数
が
31
万

１
２
０
５
人
（
厚
生
労
働
省

発
表
「
平
成
26
年
医
師
・
歯

科
医
師
・
薬
剤
師
調
査
の
概

況
」
よ
り
）
で
、
組
織
率
は

約
53
・
４
％
で
は
あ
る
が
、

日
本
で
最
も
大
き
な
医
師
の

職
能
団
体
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
開
業
医
の
入
会

率
が
約
９
割
と
高
い
こ
と
を

考
え
る
と
勤
務
医
の
入
会
率

が
低
い
事
は
否
め

な
い
が
、
各
地
に

成
23
年
４
月
よ
り
現
職
に
あ

り
、
と
り
わ
け
近
年
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と

「
地
域
医
療
構
想
」
の
２
つ

の
柱
の
推
進
に
向
け
て
、
特

に
在
宅
医
療
と
医
療
介
護
連

携
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い

る
。
具
体
的
に
は
各
郡
市
区

医
師
会
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
含
め
た
在
宅

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や

多
職
種
連
携
の
会
議
や
病
診

連
携
の
ル
ー
ル
作
り
等
の
取

り
組
み
、
更
に
会
員
の
研
鑽

だ
け
で
な
く
県
民
の
福
祉
向

上
に
寄
与
す
る
各
種
講
演
会

も
積
極
的
に
実
施
し
て
お

り
、
先
に
厚
労
省
よ
り
発
表

さ
れ
た
「
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
の
取
り
組
み

状
況
」
で
は
福
井
県
が
全
国

一
と
い
う
誉
れ
を
頂
い
た
。

　

更
に
認
知
症
対
策
に
つ
い

て
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
等
の
協
力

も
あ
り
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
率
で
は
全
国
３
位
の
成

績
を
収
め
、
ま
た
本
県
独
自

の
認
知
症
健
診
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
全
県
下
で
実
施
し
、

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
一
定
の
効
果
を
上
げ

つ
つ
あ
る
。

　

本
県
三
四
会
は
10
名
程
の

少
数
精
鋭
で
は
あ
る
が
、
最

古
参
の
宮
﨑
茂
則
先
生
（
36

回
：
医
療
法
人
慈
風
会
宮
崎

病
院
前
理
事
長
）、島
田
貞
博

大
学
医
師
会
等
も
発
足
し
、

基
幹
病
院
の
研
修
医
や
勤
務

医
の
入
会
率
も
徐
々
に
増
え

て
き
て
お
り
、
も
は
や
「
開

業
医
の
団
体
」
と
は
言
い
切

れ
な
い
。

　

そ
し
て
日
本
医
師
会
は
全

国
の
都
道
府
県
医
師
会
、
更

に
郡
市
区
等
医
師
会
と
の
３

層
構
造
を
基
本
と
し
て
、
国

・
都
道
府
県
・
市
町
村
と
い

う
行
政
の
３
層
構
造
と
相
ま

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分

担
を
し
な
が
ら
、
医
療
と
い

う
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

組
織
と
し
て
保
健
医
療
福
祉

に
関
わ
る
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　

さ
て
私
が
所
属
す
る
福
井

県
医
師
会
は
、
明
治
42
年

（
１
９
０
８
）
４
月
に
発

会
、
現
在
も
会
員
数
は
１
０

６
７
名
（
平
成
27
年
12
月
）

と
小
規
模
で
は

あ
る
が
、
県
と

の
密
な
連
携
の

も
と
県
下
全
体

に
関
わ
る
保
健

医
療
福
祉
に
関

わ
る
様
々
な
施

策
の
推
進
や
懸

案
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い

る
。

　

私
自
身
は
平

全
国
医
師
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ 

福
井
県

新
連
載

つながる、
広がる

一般社団法人福井県医師会
会員数：１，０６７名（平成2７年末）
医師会関係の主な役職：福井県医師会副会
長、日本医師会代議員、中部医師会連合介
護保険特別委員会委員長、日本医師会介護
保険委員会委員、日本医師会在宅医療連携
協議会委員 他
ホームページアドレス
　　　　　　：http://www.fukui.med.or.jp

福
井
県
医
師
会
副
会
長

　

兵
庫
県
の
南
の
端　

淡

路
島
で
高
田
医
院
を
開
業

し
27
年
余
り
に
な
り
ま
す

55
回
生
の
高
田
育
明
で

す
。
先
日
、
募
金
委
員
長

末
岡　

浩
先
生
に
わ
ざ
わ

ざ
関
西
・
淡
路
島
ま
で
お

越
し
い
た
だ
き
、
苦
戦
し

て
い
る
募
金
の
現
状
を
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

私
は
、
現
在
開
業
し
て

い
ま
す
淡
路
島　

南
あ
わ

じ
市
に
生
ま
れ
、
地
元
の

小
・
中
学
校
、
兵
庫
県
立

淡
路
三
原
高
校
に
進
み
ま

し
た
。

　

な
に
せ
田
舎
の
高
校
生

で
す
か
ら
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
慶
應
大
学
に
医
学
部

が
あ
る
の
さ
え
知
ら
ず
、

担
任
の
先
生
か
ら
の
勧
め

で
練
習
の
つ
も
り
で
受
験

し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
、
田
舎
者
で
、
世
間
知

ら
ず
の
私
を
慶
應
大
学
は

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
雑
草
の
よ
う
な
私
を

入
学
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
「
慶
應
義
塾
大
学
の

懐
の
広
さ
！
」
に
感
謝
感

激
で
し
た
！！
入
学
後
も

「
何
も
知
ら
な
い
」
私
を

受
け
入
れ
、
暖
か
く
導
き

育
て
て
い
た
だ
け
ま
し
た

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
・

外
科
学
教
室
に
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

郷
里
の
淡
路
島
に
帰
り

ま
し
て
も
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
卒
業
生
と
し
て

の
「
目
に
見
え
な
い
恩

恵
」
を
受
け
な
が
ら
、
そ

の
名
を
汚
さ
ぬ
よ
う
今
日

ま
で
何
と
か
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
南
あ
わ
じ
市

医
師
会
会
長
と
し
て
９
年

目
を
迎
え
て
お
り
、
兵
庫

県
の
西
半
分
の
医
師
会
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
西

部
医
師
会
連
合
会
の
副
会

長
に
就
任
し
て
お
り
ま

す
。
日
々
の
診
療
や
地
元

医
師
会
活
動
を
通
じ
て
地

域
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と

で
生
ま
れ
故
郷
の
皆
様
に

恩
返
し
を
し
よ
う
と
努
力

し
て
い
ま
す
。

　

遠
く
離
れ
た
関
西
で
こ

の
よ
う
に
「
自
分
の
実
力

以
上
」
に
活
動
が
で
き
て

い
る
の
も
こ
れ
も
ひ
と
え

に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

の
卒
業
生
と
言
う
こ
と
が

大
き
く
後
押
し
を
し
て
い

た
だ
け
て
い
る
も
の
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
兵
庫
県
三
四

会
の
通
信
事
務
係
を
長
年

続
け
て
お
り
ま
す
。
大
阪

府
三
四
会
と
協
力
し
つ

つ
、
年
一
回
関
西
合
同
三

四
会
を
開
催
し
、
兵
庫
県

・
関
西
の
諸
先
生
方
の
親

睦
・
交
流
・
結
束
を
図
っ

て
い
ま
す
。
関
西
か
ら
慶

應
義
塾
大
学
を
応
援
し
よ

う
と
考
え
、
自
分
が
汗
を

流
し
て
出
来
る
こ
と
を
微

力
な
が
ら
実
行
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
慶
應
は
一
つ

！
」、
神
戸
慶
應
倶
楽
部

と
淡
路
三
田
会
に
開
業
時

よ
り
入
会
し
続
け
、
慶
應

義
塾
大
学
の
諸
先
輩
、
後

輩
と
も
交
流
を
深
め
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。
関

西
合
同
三
田
会
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ご
時
世
、
な
か
な

か
生
活
に
は
余
裕
あ
り
ま

せ
ん
。
医
療
費
削
減
の
影

響
は
開
業
医
に
と
っ
て
も

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
思
い
起
こ
し

て
み
れ
ば
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
よ
り
受
け
て
き

た
「
目
に
見
え
な
い
恩

恵
」
は
と
て
も
大
き
な
も

の
が
あ
り
、
お
礼
と
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
今
回

の
記
念
事
業
へ
の
募
金
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

関
西
の
先
生
方
が
受
け

て
き
た
慶
應
大
学
よ
り
の

「
目
に
見
え
な
い
恩
恵
」

を
今
一
度
思
い
起
こ
し
、

関
西
か
ら
も
っ
と
募
金
を

し
て
今
回
の
「
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
創
立
１
０
０

年
記
念
事
業　

新
病
棟
建

設
事
業
」
を
盛
り
立
て
ま

し
ょ
う
！
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
応
援
し
よ
う
�

関
西
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
募
金
を
�

高
田 

育
明（
55
回
）

高
田
医
院
　
院
長

池
田
康
夫
名
誉
教
授（
47
回
）先
生
が

米
国
内
科
学
会（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）名
誉
フ
ェ
ロ
ー
に

︱ 

Ａ
Ｃ
Ｐ
日
本
支
部
の
活
動
の
報
告 

︱

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
（Am

erican 
College of  Physicians

）

は
一
世
紀
以
上
に
渡
り
世
界

の
内
科
を
リ
ー
ド
し
、
人
々

の
健
康
改
善
に
寄
与
し
て
き

た
14
万
人
以
上
の
会
員
を
擁

す
る
世
界
最
大
の
医
学
専
門

分
野
の
学
会
で
す
。College

の
名
は
、
入
会
に
際
し
て
の

資
格
要
件
審
査
が
必
要
な
こ

と
と
会
員
に
対
す
る
教
育
を

最
優
先
と
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

元
々
は
米
国
内
科

専
門
医
の
み
が
入
会

で
き
ま
し
た
が
、
黒

川
清
初
代
支
部
長
の

ご
尽
力
に
よ
り
日
本

の
内
科
専
門
医
資
格

が
同
等
に
認
め
ら

れ
、
２
０
０
３
年
に

日
本
支
部
が
発
足
し

ま
し
た
。そ
の
後
、小

林
祥
泰
先
生（
51
回
）

が
２
代
目
支
部
長
に

就
任
し
、
国
際
標
準
の
内
科

医
の
育
成
を
目
標
に
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
筆
者
が

３
代
目
支
部
長
を
務
め
る
こ

と
と
な
り
、
今
年
の
年
次
学

術
集
会
で
は
、
日
本
全
国
そ

し
て
海
外
の
著
名
な
内
科
指

導
医
た
ち
を
多
数
招
い
て
、

魅
力
的
な
教
育
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
展
開
し
ま
す
。
本
学
か
ら

も
矢
島
知
治
先
生
（
71
回
）

や
香
坂
俊
先
生
（
76
回
）
が

講
師
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　

本
年
５
月
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
学

術
集
会
が
首
都W

ashington 
DC

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
臨
床
に
直
結
す
る
教
育
的

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
２
０
０
以
上

も
企
画
さ
れ
、
内
科
医
に
と

っ
て
世
界
で
最
も
有
益
な
学

会
と
い
う
評
価
が
定
ま
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
会
期
中
に

数
々
の
受
賞
者
を
表
彰
す
る

式
典
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は

国
際
内
科
学
会
理
事
長
で
あ

る
池
田
康
夫
先
生
（
47
回
）

にHonorary Fellow

（
名
誉

フ
ェ
ロ
ー
）
の
称
号
が
授
与

さ
れ
、
壇
上
の
役
員
や
ゲ
ス

ト
、
そ
し
て
会
場
の
大
勢
の

人
々
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し

た
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
名
誉
フ
ェ
ロ
ー

は
世
界
で
も
数
少
な
く
、
池

田
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
慶
應

義
塾
に
と
っ
て
、
そ
し
て
日

本
に
と
っ
て
大
変
名
誉
で
あ

り
、
誇
り
に
し
て
良
い
事
と

思
い
ま
す
。

　

明
日
の
世
界
の
内
科
医
を

め
ざ
し
て
、
多
く
の
本
学
関

係
者
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。 

（
上
野
文
昭　

52
回
）

ACP President Dr. Riley

よ
り

祝
福
を
受
け
る
池
田
先
生（
左
端
）

だ
周
知
が
足
り
て
い
な
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
質
問
２

の
起
業
す
る
つ
も
り
が
あ
る

か
、
と
い
う
問
い
に
関
し
て

は
「
は
い
」
が
10
・
7
％
、

「
い
い
え
」
が
89
・
3
％
で

あ
っ
た
。
他
大
学
、
特
に
海

外
と
比
較
し
て
、
こ
の
数
字

は
圧
倒
的
に
小
さ
い
も
の
で

で
問
題
意
識
を
共
有
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
質
問
５
の
大
学
が

提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
は
な

に
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し

あ
り
、
知
財
を
産
業
に
結
び

付
け
る
こ
と
に
関
し
て
の
意

識
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ら
れ
る
。
質
問
３

の
知
人
友
人
で
起
業
し
た
人

を
知
っ
て
い
る
か
、
と
い
う

問
い
に
関
し
て
は
、「
は
い
」

が
22
・
7
％
、「
い
い
え
」

が
77
・
3
％
で
あ
っ
た
。

　

質
問
４
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
必
要
な
こ

と
は
な
に
か
、
と
い
う
問
い

に
対
し
て
は
、
71
・
5
％
が

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
結
果
と

な
っ
た
。
次
点
も
46
・
7
％

で
勉
強
会
の
実
施
が
続
く
結

果
と
な
っ
て
お
り
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
起
業
へ
の
意
識
を
高
め

る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
学
内

て
も
、
52
・
1
％
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
提
供
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
鑑
み
る

知
財・産
業
連
携
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

起
業
の
意
思
あ
り
は
約
１
割

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
求
め
る
声
も

に
、
学
内
で
の
起
業
の
意
識

を
高
め
る
た
め
に
は
、
横
の

つ
な
が
り
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
今

後
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

知
財
産
業
連
携
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
年　

阿
部
雄
志
）

・起業のためのセミナーを開催する
・ベンチャーファンドを紹介する
・会社経営の勉強会を実施する
・学生の頃から授業に講義として入れる
・授業料・学費の免除
・本塾内で起業を志す個人・団体のネットワークを提供

本塾内でベンチャー起業の意識を持つ個人・団体を増やすため
にはどのような工夫をすべきだと思いますか？（自由回答）

質問4

・起業のためのルール作り
・大学としてのCOIマネージメントのルール作り
・起業の為のあ場所の提供
・ベンチャーファンドの提供
・起業を志す個人・団体のネットワーク提供
・ビジネススクールの開講

起業を志す個人・団体にとって大学が提供できる最も
必要なサービスは何ですか？（自由回答）

質問5

質問2
将来起業するつもりがあるか？

はい いいえ

11%11%

89%89%

質問3
友人知人で起業した人を知っているか？

はい いいえ

25%25%

77%77%

　

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況

の
中
、
社
会
保
障
制
度
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く

に
は
、
経
済
を
成
長
さ
せ
て

税
収
を
増
や
し
、
安
定
的
な

財
源
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
人
口
減
少
と
高
齢

化
が
進
む
日
本
で
は
、
国
内

需
要
に
大
き
な
期
待
は
出
来

ず
、
海
外
市
場
を
取
り
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
経
済

大
国
と
な
っ
た
日
本
で
は
既

に
労
働
賃
金
が
高
く
、
ア
ジ

ア
諸
国
で
も
量
産
化
が
可
能

な
家
庭
用
製
品
で
は
、
結
局

は
コ
ス
ト
競
争
に
敗
れ
る
結

果
と
な
っ
て
き
た
。
半
導
体

や
液
晶
な
ど
、
初
期
に
は
日

本
が
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
た

製
品
で
も
、
短
期
間
で
シ
ェ

ア
を
失
っ
た
事
例
は
数
限
り

な
い
。

　

今
後
の
戦
略
と
し
て
は
、

高
い
科
学
技
術
力
を
活
か

し
、
厳
格
な
規
制
に
よ
り
参

入
障
壁
が
高
い
分
野
で
新
技

術
を
開
発
し
、
海
外
で
は
製

造
困
難
な
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
作
り
輸
出
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の

点
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最

重
要
な
２
分
野
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
特
に
医
薬
品
・
医

療
機
器
・
再
生
医
療
製
品
等

は
、
世
界
市
場
が
大
き
く
拡

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
新

規
医
薬
品
の
開
発
数
が
世
界

で
最
も
多
い
米
国
で
は
、
創

薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
活
発
に
開

発
を
成
功
さ
せ
て
お
り
、
創

薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
源
の
新
薬

開
発
数
は
、
日
本
の
30
倍
以

上
に
も
上
る
（
２
０
１
３
年

時
点
）。

　

大
学
に
は
、
教
育
研
究
を

行
う
と
も
に
、
そ
の
成
果
を

広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
責
務
が
あ
る
（
学
校

教
育
法
83
条
２
項
）。
文
部

科
学
省
は
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
創
出
の
た
め
に
政
府
資

金
と
事
業
化
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開

始
し
て
お
り
、
既
に
旧
帝
大

医
学
部
か
ら
は
有
力
な
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
次
々
と
成

功
を
収
め
て
い
る
。
国
公
立

大
学
よ
り
も
、
よ
り
自
由
な

立
場
で
あ
る
は
ず
の
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
で
あ
る
が
、

未
だ
研
究
成
果
を
社
会
へ
還

元
し
て
い
く
と
い
う
意
識
が

十
分
と
は
い
え
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
優
れ
た
研
究
で
イ

ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
の
高

い
論
文
掲
載
に
至
っ
て
も
、

そ
の
技
術
が
実
社
会
で
役
に

立
つ
の
で
な
け
れ
ば
、
自
己

満
足
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
は
、

自
ら
は
創
造
力
と
熱
意
を
行

使
す
る
だ
け
で
、
他
人
に
経

済
的
リ
ス
ク
を
負
担
し
て
も

ら
っ
た
上
で
、
研
究
成
果
に

よ
る
社
会
的
成
功
と
、
株
式

上
場
等
に
よ
る
大
き
な
経
済

的
成
功
を
共
に
獲
得
す
る
、

研
究
者
に
と
っ
て
極
め
て
恵

ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

研
究
者
の
人
生
に
大
き
な
夢

を
拓
く
途
で
あ
る
。

　

筆
者
は
２
０
０
１
年
に
慶

應
医
学
初
の
創
薬
ベ
ン
チ
ャ

ー
を
起
業
し
、
代
表
取
締
役

と
な
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
後
の
バ
イ
オ
株
市
場
の

低
迷
に
よ
り
７
年
後
に
清
算

を
余
儀
な
く
な
さ
れ
、
多
少

の
自
己
資
金
（
新
棟
建
設
の

た
め
の
寄
付
金
程
度
）
を
失

っ
た
が
、
企
業
経
営
や
知
財

管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
多

様
な
人
脈
を
得
た
、
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た
。

　

こ
の
失
敗
経
験
を
活
か
し

て
、
も
う
一
度
起
業
す
る
機

会
を
作
り
、
成
功
に
結
び
付

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
慶

應
医
学
の
教
員
で
あ
れ
ば
、

例
え
ば
研
究
と
臨
床
な
ど
、

異
な
る
複
数
の
領
域
に
お
い

て
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
生
み

出
す
能
力
と
機
会
に
恵
ま
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
ひ

と
り
２
ベ
ン
（
ベ
ン
チ
ャ

ー
）」
を
心
掛
け
、
是
非
、

各
々
の
発
想
を
起
業
に
結
び

付
け
て
多
く
の
新
技
術
を
社

会
に
お
い
て
創
出
し
、
大
学

と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

先
生
（
41
回
：
医
療
法
人
博

俊
会
春
江
病
院
会
長
）
は
、

共
に
元
福
井
県
坂
井
地
区
医

師
会
長
で
あ
り
、
ま
た
現
福

井
県
三
四
会
会
長
の
中
村
康

孝
先
生
（
51
回
：
財
団
法
人

中
村
病
院
理
事
長
）も
、福
井

県
武
生
医
師
会
副
会
長
を
歴

任
、平
井
雅
道
先
生（
61
回
：

ひ
ら
い
医
院
院
長
）
も
現
同

医
師
会
理
事
と
し
て
ご
活
躍

中
で
、
誌
面
の
関
係
で
全
員

の
ご
紹
介
は
出
来
な
い
が
、

そ
の
他
の
会
員
の
先
生
方
も

そ
れ
ぞ
れ
各
郡
市
区
医
師
会

等
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

実
は
本
年
４
月
、
会
員
は

も
と
よ
り
関
係
各
団
体
等
か

ら
の
貴
重
な
浄
財
に
よ
り
、

か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ

た
大
規
模
災
害
時
に
も
「
基

地
」
と
な
り
う
る
新
し
い

「
福
井
県
医
師
会
館
」
を
新

築
竣
工
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
今
後
は
、
こ
の
新
会
館

を
ベ
ー
ス
に
県
民
の
生
命
・

大
を
続
け
て
い
る
。
し
か

し
、
日
本
の
現
状
で
は
、
医

薬
品
も
医
療
機
器
も
大
幅
な

輸
入
超
過
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
超
過
額
も
毎
年
増
大
を

続
け
て
お
り
、
貴
重
な
公
的

社
会
保
障
財
源
が
海
外
へ
流

出
し
て
い
く
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

近
年
の
産
学
連
携
の
取
組

に
よ
り
、
日
本
の
大
学
に
お

け
る
研
究
成
果
が
既
存
企
業

と
連
携
し
て
既
存
市
場
へ
事

業
化
さ
れ
て
い
く
事
例
が
徐

々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
既
存
企
業
等

の
多
く
は
リ
ス
ク
の
比
較
的

低
い
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連

す
る
技
術
の
事
業
化
を
主
眼

と
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
の
高

い
新
規
技
術
の
事
業
化
は
未

だ
十
分
で
は
な
い
。
特
に
ハ

イ
リ
タ
ー
ン
が
期
待
さ
れ
る

革
新
的
医
療
関
連
技
術
は
、

開
発
リ
ス
ク
が
高
い
上
実
用

化
さ
れ
る
ま
で
に
長
い
時
間

を
要
す
る
た
め
、
既
存
企
業

で
は
取
組
が
難
し
い
。

　

こ
の
点
で
大
学
発
ベ
ン
チ

ャ
ー
の
役
割
は
重
要
で
あ

り
、
大
企
業
で
は
リ
ス
ク
の

取
れ
な
い
画
期
的
発
想
に
基

づ
く
技
術
を
活
用
し
て
、
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
こ

理
事
、
宮
岡
等
理
事
、
土
本

寛
二
理
事
、
廣
瀬
隆
一
常
任

監
事
が
出
席
し
、
受
賞
を
祝

っ
た
。

　

華
々
し
い
授
賞
式
と
記
念

撮
影
の
の
ち
、
受
賞
者
三
氏

の
15
分
間
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
講
堂
に
詰
め
掛
け
た
多

く
の
聴
衆
か
ら
の
祝
福
の
拍

手
に
包
ま
れ
、
無
事
閉
式
と

な
っ
た
。

（
４
年　

松
本
薫
郎
）

生
活
・
人
生
を
治
し
支
え
る

医
療
保
健
福
祉
を
提
供
す
べ

く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
機
会
が

あ
れ
ば
各
分
野
で
ご
活
躍
中

の
三
四
会
の
先
生
方
に
も
、

是
非
と
も
新
会
館
で
の
会
員

や
県
民
向
け
の
貴
重
な
ご
講

演
を
お
願
い
出
来
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
知
財
産
学
連
携

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
起

業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
対

象
者
は
各
研
究
室
の
ス
タ
ッ

フ
、
研
究
員
、
大
学
院
生

が
わ
か
る
。

　

質
問
１
の
活
動
内
容
を
知

っ
て
い
た
か
ど
う
か
の
問
い

に
関
し
て
は
、「
は
い
」
が
32

・
2
％
、「
い
い
え
」
が
67

・
8
％
で
あ
っ
た
。
ま
だ
ま

で
、
質
問
内
容

は
下
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

合
計
で
２
４

２
名
か
ら
の
回

答
を
得
、
そ
の

内
訳
は
30
歳
以

下
が
14
・
０

％
、
30
代
が
36

・
0
％
、
40
代

が
26
・
0
％
、

50
代
が
9
・
1

％
、60
代
が
2

・
5
％
、
無
回

答
が
12
・
4
％

で
あ
っ
た
。
幅

広
い
年
代
が
本

件
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
こ
と

新しい福井県医師会館

在宅医療フォーラム（座長は池端）


